
本格的な夏を迎えるにあたって、
救護班の活動も更に重要となってきます

一時帰宅対象者一人ひとりに問診票を
記入していただきます

救護班と支部・現地スタッフでの
打ち合わせも綿密に行います

問診票の記入では、救護班員も
サポートにまわります

救護所を受診される方は、頭痛や
気分不快、けがなど症状は様々です

"写真で見る" 「東日本大震災」における福島赤十字病院の活動

6月22日(水)　第50救護班

活動場所：馬事公苑


